
　

籠
部
田
区
（
中
央
地
区
）

に
「
甲き

の
え
ね
さ
ま

子
様
」
と
呼
ば
れ
る

神
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
区
に
ま
つ
ら
れ
る
神
社

か
ら
そ
の
地
域
の
歴
史
を
知

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

現
在
、『
千
葉
県
宗
教
法

人
名
簿
』
記
載
の
市
内
の
神

社
は
66
社
。
区
（
江
戸
時
代

の
旧
村
）
が
58
あ
る
の
で
お

よ
そ
１
区
に
１
社
の
割
合
で

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち

の
地
域
に
は
複
数
の
神
社
が

あ
る
区
も
あ
り
、
甲
子
神
社

の
よ
う
に
名
簿
に
未
登
録
の

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
道
か
ら
参
道
を
進
み
石

の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
正
面

に
星
宮
神
社
が
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
殿
手
前
に
あ
る

修
複
記
念
碑
に
は
、
１
１
９

２
（
建
久
３
）
年
こ
の
山
裾

に
居
を
構
え
た
千
葉
氏
の
一

族
が
ま
つ
っ
た
、
と
由
緒
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
１
４

１
７
（
応
永
24
）
年
に
「
籠
部

田
」
と
見
ら
れ
る
記
録
も
あ

り
、
由
緒
を
裏
付
け
て
い
ま

す
。

　

本
殿
右
側
に
あ
る
「
甲
子

神
社
」
と
彫
ら
れ
た
石
柱
か

ら
80
余
段
の
石
段
を
上
る
と
、

本
殿
、
拝
殿
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
正
面
に「
甲き

の
え
ね
だ
い
こ
く
て
ん

子
大
黒
天
」

の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
甲
子
」
と
は
干え

支と

の
一
つ
で
、
年
に
６

回
あ
る
甲
子
の
日
が

縁
日
で
、「
大
黒
天
」

は
福
徳
の
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
殿
右
上
の
林
の

中
に
あ
る
２
基
の
石せ

き

祠し

（
ほ
こ
ら
・
石
宮
）

が
、
の
ち
に
甲
子
神

社
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ど

甲
子
様

籠
部
田
を
歩
く

匝瑳探訪
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の

の
市
民
と
意
見
を
交
わ
し
、

何
が
求
め
ら
れ
、
何
が
必
要

な
の
か
確
認
す
る
た
め
に
も

極
力
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く

つ
も
り
で
す
。
５
月
は
行
事

が
多
い
月
で
す
が
、
特
に
今

年
は
広
域
的
な
立
場
で
果
た

す
べ
き
役
割
の
イ
ベ
ン
ト
が

二
つ
あ
り
、
市
民
の
皆
様
に

も
ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
つ
が
、
20
日
に
本

市
で
開
催
さ
れ
る
「
東
部
五

市
体
育
大
会
」
で
あ
り
ま
す
。

25
種
目
に
わ
た
り
力
と
技
を

競
い
合
い
、
さ
ら
に
各
市
の

親
睦
を
図
る
大
き
な
大
会
で

あ
り
、
成
功
さ
せ
る
た
め
に

も
市
民
皆
様
の
ご
協
力
と
本

市
を
代
表
す
る
選
手
へ
の
大

き
な
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

二
つ
目
が
23
日
に
八
日
市

場
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
す

「
銚
子
連
絡
道
路
整
備
促
進

地
区
大
会
」
で
あ
り
、
国
・

　

本
市
が
一
番

躍
動
す
る
新
緑

の
季
節
で
す
。

　

田
ん
ぼ
も
青

く
染
ま
り
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）

に
は
多
く
の
お

祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
。「
広
報

そ
う
さ
」
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
足
を
運
び
、

見
て
は
感
動
し
、
お
い
し
い

食
事
を
満
喫
さ
れ
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。
私
も
会
場
を

巡
り
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｗ
が
終
わ
る
と
総
会
シ

ー
ズ
ン
に
突
入
で
す
。
私
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
「
市

民
参
加
に
よ
る
市
政
の
推

進
」
を
実
現
す
る
に
は
、
多

く
の
会
に
出
向
い
て
、
多
く

県
の
主
体
事
業
を
地
元
自
治

体
が
全
面
的
に
協
力
推
進
し

て
ゆ
く
悲
願
の
道
路
整
備
事

業
で
あ
り
ま
す
。
政
治
・
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
で
一
時

停
滞
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

近
年
手
厚
い
予
算
配
分
や
地

元
関
係
者
の
ご
理
解
ご
協
力

に
よ
り
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で

お
り
ま
す
。
そ
の
様
子
は
総

武
本
線
の
南
側
を
見
れ
ば
一

目
瞭
然
で
あ
り
、
こ
の
動
き

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め

に
も
本
大
会
の
盛
会
が
必
須

条
件
で
あ
り
ま
す
。
当
日
は

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
経
済

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
須
田
慎

一
郎
先
生
が
講
演
さ
れ
ま
す

の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
晴
れ
の
下
、
皆
様
の

ご
活
躍
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

ち
ら
に
も
神
の
名
は
刻
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
１
７
６
０

（
宝
暦
10
）
年
の
も
の
に
は

磯
部
、
江
波
戸
、
高
梨
、
布

施
姓
の
６
人
が
、
１
８
５

９
（
安
政
６
）
年
に
は
大
沢

と
あ
り
、
籠
部
田
村
の
人
と

見
ら
れ
る
名
が
知
ら
れ
ま
す
。

こ
の
頃
に
は
旧
国
道
沿
い
の

家
並
み
が
「
一
里
（
約
３
・

９
キ
ロ
）
ば
か
り
の
町
並
み

な
り
」
と
形
成
さ
れ
て
い
て
、

農
家
中
心
の
村
の
中
に
も
商

い
を
す
る
人
が
出
て
来
て
商

売
繁
盛
な
ど
を
願
い
ま
つ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
の
籠
部
田
村
に

は
星
宮
、
甲
子
の
他
、
稲
荷

神
社
、
水
神
社
な
ど
が
ま
つ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
１
８
７

９
（
明
治
12
）
年
に
千
葉
県

庁
に
提
出
さ
れ
た
『
神
社
明

細
帳
』
で
は
、
甲
子
神
社
は

星
宮
神
社
の
境
内
社
と
あ
り

ま
す
。

　

八
社
参
り
・
長
路
コ
ー
ス

に
籠
部
田
・
星
宮
神
社
も
含

ま
れ
ま
す
。
甲
子
神
社
へ
も

足
を
運
ん
で
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。
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